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は右耳 :0% ;左耳 :8.3%､高崎山群では右耳
:37.5% ;左耳 :43.8%であった｡
前肢 ･後肢の指の欠損は､皆無ではないが､あ
ってもごくわずかの個体にのみ見られ､少なくと
も観察対象個体中には見られなかった｡耳の舌筋
は比較的多くの個体で見られ､群れ別に見ると､
串良群に比べて高崎山群で多く見られるが､布崎
山群の場合全メス数に比べて対象個体数がかなり
少ないので､この傾向が確かであるかどうか今後
標本数を増やして検討したい｡また､他の地域の
群れについても観察を行い､より多くの群れ間で
比較をする予定である｡
